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講演会・講演要旨

「コロナ禍を経て、若者はいま」

講師：宮本みち子　氏
放送大学・千葉大学名誉教授

○不安定雇用、資困、引きこもりの増加等、コロ

ナ以前から、若者・子どもたちの厳しい状況は指

摘されていた。

○いわゆる「失われた 20 年」の間に、「若者のア

ンダークラス化」と呼ばれる「不安定な雇用」、「際

立つ低賃金」、「結婚・家族形成の困難」という三

つの困難に直面する若者たちが増加した。

○こうした状況に追い打ちをかけるように、コロ

ナ禍は若者・子どもたちの暮らしにも大きな影を

落とし、若者・子どもたちを過酷な状況に突き落

とした。

○コロナ禍以前から気になっていた若者・子ども

が真っ先にダメージを受けた。自殺は、女性と 20

代、10 代で顕著に増加した。

○コロナ禍の負の影響は格差が大きくなり、教育

格差が生じている。また、社会的孤立・関係性の

希薄化という問題もコロナ禍でさらに進んだ。

○学校では厳しい状況にある子どもたちの生活を

トータルに把握し，さまざまな社会資源を結び合

わせるということを、寄り添いの中で継続的に行っ

てゆく生活モデル的支援が必要であり、スクール

ソーシャルワーカー等のネットワークを学校を中

心に築く必要がある。

○アフターコロナを見据え「つながり」を再構築

していくべきである。

○厳しい状況に置かれ、孤立している人たちの社

会的絆をつくり、多様な形での社会参加ができる

環境づくりが必要である。　　

○困難な状況にある若者を支える方法は多様であ

り、それらの人々が生きられるコミュニティ形成

こそめざすべきものである。具体策には、「低所得

者への多様な所得補償」「不利益をカバーする職業

訓練や就職支援」「無業者を含む就職困難層への支

援」「女性の就労支援、子育て支援」「こどもの貧

困解消の取組」「居住支援」などがある。

○就労困難な若者の就労支援は、社会への参加を

担保するものとして重要である。

○ブラック企業を渡り歩く若者を生まないこと、

人間らしく生きる道をみつける支援が必要である。

○困ったら親に頼るしかないという社会状況は限

界に達している。

＜宮本みち子氏 プロフィール＞　　

1947 年生まれ、長野県出身。東京教育大学文学部

卒業、お茶の水女子大学大学院修了。1975 年、千

葉大学助手、助教授を経て教授。1997 ～ 98 年、

英国ケンブリッジ大学客員研究員。2005 年、放送

大学教授を経て、14 年同副学長。2018 年に退職。

労働政策審議会委員、中央教育審議会委員、社会

保障制度審議会等の委員を務める。

著書に『すべての若者が生きられる未来を』( 岩波

書店 )、『下層化する女性たち』( 勁草書房 )、『アン

ダークラス化する若者たち』( 明石書店 ) 等。 

＊次ページから当日配布資料を掲載します。
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東京都産業教育振興会主催講演会
日時：2023年6月27日
会場：全商会館

コロナ禍を経て、若者はいま

宮本みち子
放送大学/千葉大学名誉教授

2023年6月27日 東京都産業教育振興会主催講演会 1

若者と若者問題

2023年6月27日

■ “失われた20年”で、いくら働いても暮らしが成り立たない人々

が増加する社会へ

■ “暮らしが成り立つ” という観念さえもてない例も目立つ

■ 「結婚・持ち家・子どもの教育」 がセットになった標準生活

＝中流生活、の衰退

■ “若者の生活保障”が必要

経済・非経済の両面で人としてあるべき質量を兼ね備え

た生活水準を担保する生活の保障

一定数の若者が、雇用からも社会保障からも排除され

て生計を立てることの困難に直面しているから

東京都産業教育振興会主催講演会 222 2
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アンダークラス
の拡大

2023年6月27日

■ 不安定な雇用、際立つ低賃金、結婚・家族形成の困難

という特徴をもつ一群

■ 従来の労働者階級とも異質なひとつの下層階級を構

成しつつある社会階層

■ 学卒、就職、結婚・出産による社会への参入（職業人と

して、家庭をもつ人として、親としての参入）にともなう

シティズンシップの獲得が不明確な人が若年期を経て

増加

参考： 宮本みち子・佐藤洋作・宮本太郎編 『アンダークラス化する若

者たちー生活保障をどう立て直すかー』明石書店2021年

東京都産業教育振興会主催講演会 3 3

コロナ禍のなかのこどもの状態
■ 自分に満足 45.1% 自分には長所がある 62.3%

自分で国や社会を変えられると思う 18.3%

■ 児相の虐待相談件数は2019年16万件、80倍

■ いじめ件数は5万6000件から54万件へ10倍

■ 小中高生の自死 500人超

■ 小中学生不登校 約24万人

■ 子どもの数は38年連続減少

■ 労働力不足の顕在化 介護、教師、保育士、公務員、ドライバー、建設労働者・・・

■ DXの進展により、大幅に人員削減される部門が生まれる

2023年6月27日 4東京都産業教育振興会主催講演会
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女性と10代20代の自殺者の増加

■ 自殺は、女性と20代、10代で顕著に増加。 2022年の小中高校生516人

■ コロナの多いところで自殺が多く発生するわけではない（香港の研究）

■ 子どもの自殺は、学校閉鎖時には上がっていないが、閉鎖が終わった後
で上がった

■ 女性の自殺は、失業が原因ばかりではない。DVの増加その他

外出できないこと、コミュニケーションができなくなってしまったことが、男性

より女性に影響

2023年6月27日 5東京都産業教育振興会主催講演会

• 母子世帯の母親は仕事を続けられなくなる
母子世帯の貧困化がよりいっそう進む

・給食がなくなったことによる家計負担、昼食を抜く家庭の増加

• 共働き家庭は、子どもの世話と仕事の二重負担
母親の負担が過重に

・DVの増加、児童虐待とネグレクトが増加
・若い女性の望まない妊娠の増加

既存の相談機関や支援団体は、感染防止のためにサービスを中止

その後、新しい方法で支援活動を再開

2023年6月27日 6東京都産業教育振興会主催講演会
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新型コロナ禍のもとで生じた教育格差
オンライン教育の機会格差

内閣府調査 グラフは中学生の場合

2023年6月27日

高所得家庭の居住地では、多くの家庭に
ネットワークや端末の環境があり、学校
が対応しやすかった

三大都市圏ほど高い。親の学歴によるも
の

学校外のオンライン教育は、親が大卒以
上だと約45％、非大卒だと20％
と差が大きい（中学生の場合）

600万円未満 600万円以上
学校のオンライン
教育を受けている

20.60% ＞40.4%

学校外のオンライ
ン教育を受けてい
る

19.60% ＞40.4%

受けていない 55.10% ＞33.6%

7東京都産業教育振興会主催講演会

事例： よりそいホットラインの相談事例から

・失職して地方の実家に帰った若者の例

・７０代の祖母（介護ヘルパー）と、解雇された孫の困窮世帯

・50代男性：コロナ禍で大学生の息子がリモート授業になり、孤立し学業や就活に意欲が無く、精神疾患

を発症した。妻は息子の心配のため自殺未遂して入院中。息子と妻の間で、今後どのように生活した

らよいのか相談相手もなく孤立している父親

・30代女性。子どもを連れて別居。その後コロナの影響による失職・生活困窮。家賃や学費を滞納。小

学生の子どもは不登校になった。ストレスで病気になってしまった。

・40代女性。コロナ禍で夫の在宅が増え、暴力がエスカレート。子どもに暴言。別居を考え仕事を探した

いができない。勧められる相談窓口にも夫が家にいるので出かけられない。

2023年6月27日 8

コロナ禍以前から気になっていた子ども・若者が真っ先にダメージを受けた

コロナ禍の負の影響は格差が大きい

東京都産業教育振興会主催講演会
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1

・コロナ禍で人と触れ合う機会が減り、ストレスが溜まっている。また雇用先との契約が切れる
ため就活もしていて苦しい

・勉強以外にも体育や歌などが得意など、学校では多様な価値観が道められていた。コロナ禍
でその多くができなくなり、テストの点数や偏差値だけが価値基準になりがちなことが、子ども
の心理状態を悪化させている （国立成育医療研究センター 田中恭子氏）

感染拡大で家の外に出られない時期が続き、もともと家庭に居づらかった子は追い込まれて
いる

2023年6月27日 1

続き

東京都産業教育振興会主催講演会

2

調査名 新型コロナ禍と若者の将来不安に関する調査 実施者 日本赤十字社
調査対象 日本全国の男女600名

高校生100名／大学生・大学院生100名
高校生の保護者100名／大学生・大学院生の保護者100名
高校教員100名／大学教員100名

2023年6月27日 東京都産業教育振興会主催講演会
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2023年6月27日 3東京都産業教育振興会主催講演会

2023年6月27日 4東京都産業教育振興会主催講演会

3

社会的孤立・関係性の希薄化という問題
コロナ禍でさらに進んだ

• 日本は先進国のなかで孤立度が高い国
“家族以外の他者”との交流が希薄な人々が多い

・家族関係：小規模、きょうだいがいない、ひとり親など
・友人関係に悩む子どもが少なくない

全般的に、居場所のない子どもの問題は最優先課題
こどもの居場所つくり、シェルター事業の広がり

2023年6月27日 5東京都産業教育振興会主催講演会

新型コロナ禍の先に何が起こるか

■ 少子高齢社会を支えるべき現役年齢層の弱体化

■ 中間層の弱体化、アンダークラスの増加

■ 安定した仕事について力を発揮することや、結婚して家族で支え合いながら子

どもを養育すること自体が容易でない人々が増加。コロナ禍で一気に加速化

■ 【支援する側】が衰退し、核となる人々が育たない

例：中年単身の低所得者、親と同居する中年未婚者、貧困化する母子世帯

＝従来の社会保障・福祉制度ではカバーできない人々の増加

コミュニティの持続性を担保することは困難

2023年6月27日 6東京都産業教育振興会主催講演会
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アフターコロナ禍の後の「つながり」
■ 孤立している人たちの社会的絆をつくり、多様な形での社会参加ができる

環境づくり

■ 学校を中心にネットワークを築けないか

■ 就労困難な若者の就労支援は、社会への参加を担保するものとして重要

■ ブラック企業を渡り歩く若者を生まないこと。人間らしく生きる道をみつける

支援

■ 困ったら親に頼るしかないという社会状況は限界に達している

2023年6月27日 7東京都産業教育振興会主催講演会

教育相談事業の限界
■教育機能は、生活の安定・安心の基盤なしには発揮できない

■教育相談事業は、子どもとその親の生活全般を理解し、必要な対策を取ろ

うとしているか？

■教育相談事業の範囲でできなければ、関係機関と連携することが必要

■現代生活の複雑性に対抗し得る支援方法＝生活モデル

＝ソーシャルワークやケア/ケアリング

生活モデル的支援は，当事者の生活をトータルに把握し，さまざまな社会
資源を結び合わせるということを、寄り添いの中で継続的に行ってゆく方法

＜スクールソーシャルワーカーの役割＞

82023年6月27日 東京都産業教育振興会主催講演会

1

横浜市内高校での取り組み
＜校内居場所カフェ＞
特定非営利法人パノラマ

2023年6月27日 東京都産業教育振興会主催講演会 1

2023年6月27日 東京都産業教育振興会主催講演会 2
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横浜市内高校での取り組み
＜校内居場所カフェ＞
特定非営利法人パノラマ

2023年6月27日 東京都産業教育振興会主催講演会 1

2023年6月27日 東京都産業教育振興会主催講演会 2



東京の産業教育　第 61 号

— 60 —2

2023年6月27日 東京都産業教育振興会主催講演会 3

2023年6月27日 東京都産業教育振興会主催講演会 4

3

支え手を支える政策と共生保障
■ 「支え手」＝現役年齢層・・・・・支える方法は多様

とくに新中間階級の弱体化、アンダークラスの拡大＝経済的非経済的脆弱性

それらの人々が生きられるコミュニティ形成こそめざすべきもの

■ 具体策

・低所得者への多様な所得補償

・不利益をカバーする職業訓練や就職支援

・無業者を含む就職困難層への支援

・女性の就労支援、子育て支援 こどもの貧困解消の取組

・居住支援など

2023年6月27日 5東京都産業教育振興会主催講演会

資
料

資料
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資
料

資料



東京の産業教育　第 61 号

— 62 —4

2023年6月27日 東京都産業教育振興会主催講演会 7

資料


